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という状況であったに結局この問題は4月5日の時点でもそのままであった。もはや、 4月号の発
行を大幅に遅らせるしかないと思われたのだが、 4月12日の編集会議になってみると、 155ペー
ジの立派な雑誌になっていた。何とも綱渡りの編集であったが、無事出版できることになって、執
筆者の方々、編集委員の方々に感謝すること大であった。
時を少々遡るが、 2月の編集会議の重要な議題の一つは編集委員の交代であった。これには当然
編集長の交代も含まれる。一年前の約束で、私は一年限定で後任は太田さんということになって
いたのだが、果たして「武末さんもう一年やりませんか?Jという話が出てきた。しかし、この
ときは心の準備ができていた。そうそう思い通りには動かない。「約束だからjと押し返した。一
年やってみてはっきりわかったのだが、やはり「物性研究」の編集長は基研所属のスタップがや
るべきだ。研究会報告など、基研の予定や方針が絡む問題が多数あるのである。基研外、まして
吉田南などという辺境に住む人聞が手がけるべき仕事ではない。何とか押し戻すことに成功した
が、結局何だかんだ(忘れた)で、次期編集長となったのは太田さんではなく、現在も編集長を務
める村瀬さんであった。私は、ヒラの編集委員として残ることになった。
退任間近、最後の一波乱があった。ご存じのように、本誌では修士論文を募集しているのだが、
3月半ばになっても全く応募がないのである。まあ、締切間近になればどっとまとめて来るだろう
と、高をくくっていたのだが、 29日になって刊行会の野坂さんから悲痛なメールが送られてきた。
何と、修論募集のポスターを送るのを忘れていたというのだ!大変なことをしてしまった!平謝り
の野坂さんであったが、私は冷静だ、った。そんなポスターの影響力なんかたかが知れてる。大丈
夫、案外うまくいくだろう、と編集長の職にもようやく慣れた私は思い、皆さんに声をかけてい
ざとなったら締切延ばせばいいよと答えたのであった。案ずるより産むが易し。月末の締め切り
日 (3月31日)には昨年と同数の修論が到着し、あと数編届く予定だという野坂さんからのメー
ルがやってきた。
ということで、最後までドタバタ天手古舞いの一年であった。何も新機軸を打ち出したわけで
もなしただただ諸問題に翻弄され続けるだけの編集長であったが、共に活動してくれた編集委
員会のメンバーと各地編集委員の方々に感謝申し上げたい。最後に、非力な私を励まし、支えて
くれた野坂さんには特段の謝意を表したい。問題が起こるたびに、野坂さんとメールで大騒ぎし
たことだけが、楽しい思い出として残っています。
3唯一決まっていた 25ページの原稿の詳細は伏せておく。
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